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ステムの効率性やマクロ経済のパフォーマンスに大きな影響を与えることになるO 第 1 章は全体の概


















しているのが第 6 章であるO この章の分析は産業組織論と労働経済学の双方の領域に関わるものとい
えるO
第 7 章では，日本の労働市場において暗黙契約仮説が成立するかどうかを賃金率に関する方程式を
使って検定しているO ここでは，企業別のデータを用いて検定した結果，暗黙契約仮説に肯定的な結
論を得ているO
第 8 章は効率的長期契約によって分権化される実物景気循環モデルを競売買労働市場により分権化
される実物景気循環モデルを対立仮説として検定しているo 日本のマクロ・データを使った推計結果
は効率的長期契約型の実物景気循環モデソレが支持されることを明らかにしているO
論文審査の結果の要旨
契約を分析する際の中心問題は，不確実性と情報の不完全性により特徴付けられる現実のもとで，
人間の危険回避性向，限定された認識能力と機会主義的行動が契約をいかに性格付け，そのことがい
かなる経済的帰結をもたらすかを明らかにすることであるO 本論文に収められている理論研究の特質
は，契約の継続的性格を重視する観点から，これまでの研究で用いられている一期間を対象とする静
学モデルを多期間を含む動学モデルに拡張して，この問題を分析している点にある。労働者の事後的
企業間移動，労働者の怠業と企業の対応，企業の契約不履行と評判，非対称情報と需要の系列相関，新
規参入と不完全情報，の諸側面がこの関連で取り上げられているO 実証分析は 観察されるマクロの
価格調整と数量調整が契約論的アプローチにより適切に説明されるか否かと，実物的均衡景気変動理
論が現実に当てはまるか否かの二つの問題をわが国経済について検討しているO 理論研究，実証研究
ともに，徹密に構成された理論モデルに基づ、いてすすめられ，入念な分析をとおして重要な興味ある
結論を引き出しており，契約理論に基づく労働市場の分析に貴重な貢献をするもので，博士論文とし
て十分の内容を持っと判断する。
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